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こ
の
た
び
、
町
議
会
議
員

選
挙
後
の
臨
時
会
に
お
い

て
、
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
身
に
余
る
光
栄
に
感

じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職

責
の
重
大
さ
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

さ
て
、
10
月
８
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
、
町
議
会
議
員

選
挙
は
、
投
票
率
が
前
回
の

選
挙
よ
り
11
・
15
ポ
イ
ン

ト
低
い
、
63
・
37
％
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
を
、
我
々
議
会
、
そ

し
て
議
員
一
人
一
人
が
重
く

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

期
待
を
寄
せ
ら
れ
る
議
会
へ

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
、

我
々
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
責

任
は
重
く
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
信
頼
さ
れ
、
期
待
を
寄

せ
ら
れ
る
議
会
へ
と
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
た
め
に
、
さ

ら
な
る
議
会
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
執
行
部
に
対
し
て
は
、

時
に
は
ア
ク
セ
ル
役
を
、
時

に
は
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、
政

策
提
言
機
能
と
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
し
っ
か
り
と
果
た
せ
る

よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
一
層
の
ご
指

導
と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

議　 長

永 田　耕 朗

副 議 長

松 浦　隆 起

10月23日に臨時会が開かれ、正副議長や各常任委員をはじめ、

議会の新しい人事構成が決まりました。

町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
る
議
会
へ

初
冬
を
迎
え
、
あ
わ
た
だ

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
10
月
23
日
の
臨

時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
大

変
光
栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も

に
、
責
務
の
重
さ
に
身
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

地
方
分
権
の
時
代
を
迎

え
、
自
治
体
の
自
主
的
な
決

定
と
責
任
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、

全
国
の
自
治
体
同
様
、
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
等
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て
い

ま
す
。

議
会
に
お
い
て
は
、
先
の

町
議
会
議
員
選
挙
に
よ
り
３

人
の
新
し
い
議
員
を
加
え
、

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
と
し
て
の
立
場
と
責
任

を
再
認
識
し
、
よ
り
一
層
の

創
意
工
夫
を
重
ね
積
極
的
な

政
策
提
言
を
行
う
よ
う
研
鑽

し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
責

務
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
町
民
福
祉
向
上

の
た
め
、
町
民
の
目
線
に
立

ち
、
皆
様
の
声
に
耳
を
傾
け

て
、
執
行
部
と
と
も
に
知
恵

を
出
し
合
い
町
政
運
営
に
努

め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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総務文教常任委員会総務文教常任委員会
主に総務課、税務課、収納管理課、教育委員会などの

所管に関する事項、請願、陳情を調査・審査します。

今回の町議選の投票率は過去
最低でした。議会に対し、町民の
皆様に関心を持ってもらえるよう、
より一層議会活動、議会改革等を
進め、町民の目線に立ち、町民の
声を町政に届け、町民の安全・安
心、住みよい町へさらに進めていか
なくてはなりません。
今後も、本町発展のために精い

っぱい頑張ってまいります。

委
員
長
・
４
期

岡
村
　
統
正
議
員

別掲　2ページ
議長あいさつ

６
期永

田
　
耕
朗
議
員

高齢化が進む中、農業も後継者不
足で大変な危機を迎えています。農
業を続けたくても周囲が荒れ地にな
り、作れない状況が起きかねません。
早期に行政と共に手助けを考えて

行く必要があると思っています。また、
少子化問題も深刻な事であります。
若者が住みやすい町、働く場を提供
する事が大事だと思っています。ご指
導を宜しくお願いします。

６
期西

村
　
清
勇
議
員

私は、議員活動を始めて5期
目となりました。その間、町民
の皆様の声を町政に反映させて
きました。今後は、農業基盤整
備や農業法人の立ち上げ、農産
物の加工所や販売の窓口になる
道の駅の新設、子育て支援のた
めの保育・幼稚園の無料化、町
の観光戦略等々、私は全身全霊
で町発展の戦いを続けます。

副
委
員
長
・
５
期

中
村
　
卓
司
議
員

佐川町に住むすべての人た
ちが元気で明るい生活が営め
るよう、行政と町民が役割を
分担し力を合わせて取り組む
町づくりを進めてきました。
今後は町内4か所の集落活

動センターを活用し、地域そ
れぞれの課題と地域の色を尊
重して皆さんと一緒に解決し
てまいります。

２
期下

川
　
芳
樹
議
員

「佐川に住んでいてよかっ
た」と思える町づくりを進め
ます。このことが、産業、教
育文化、健康福祉、災害対策
等、全ての政策の基となりま
す。
これからの4年間、町民の

皆さんの代表として、議会と
議員の役割を自覚し責任を全
うします。

３
期森

　
　
正
彦
議
員

別掲　　2ページ
副議長あいさつ

４
期松

浦
　
隆
起
議
員
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産業厚生常任委員会産業厚生常任委員会
主に産業建設課、国土調査課、健康福祉課、町民課、

病院などの所管に関する事項、請願、陳情を調査・審

査します。

佐川町も少子高齢化が進ん
でいます。本町議会においても、
大川村議会のように、議員のな
り手不足が懸念される状況にな
りつつあると感じています。若い
世代の方々が、議会に関心、期
待を持ってもらえる議会にならな
くてはならないと考えています。
皆様の代表として、責任を持ち議
員としての役割を全うします。

委
員
長
・
８
期

藤
原
　
健
祐
議
員

今、かつて経験したことのない
激しい人口減少が始まろうとして
います。右肩上がりの成長が前
提だったあらゆる事柄は、転換が
迫られるでしょう。３人に１人を高
齢者が占める時代を目前に、豊
かな社会制度の整備が求められ
ています。その実現に向けて取り
組んでまいりますので、今後とも
よろしくお願いいたします。

２
期邑

田
　
昌
平
議
員

少子高齢化社会と言われて久
しくなりました。
今後も農業・産業振興、教育・

文化の発展そして福祉の充実に
努め、佐川に生まれ住み良かった
と心から思え、また言える、希望あ
る町づくりを目指して皆様方ととも
に考え取り組む決意であります。
これからもご指導よろしくお願い

いたします。

３
期片

岡
　
勝
一
議
員

人口減少社会が進む中、こ
れからの佐川町には稼げる産
業おこしと仕事の確保が重要
です。また、安全・安心でき
れいなまちづくりは町民みん
なの願いです。
このため、私は、皆様方の

声なき声や少数意見を町政に
届けてまいりますので、どう
かお力を貸してください。

副
委
員
長
・
１
期

西
森
　
勝
仁
議
員

「すこやかに生まれ、健やか
に育ち、健やかに老いる」こと
ができる町づくりに取り組みま
す。医療・福祉の切り捨て、改
憲の動きや原発再稼働など国
民のいのちとくらし、福祉の大
切さをないがしろにする国の政
治の防波堤になる議会の役割
と責務を果たしていくためにが
んばります。

１
期橋

元
　
陽
一
議
員

佐川町の総合計画や福祉計画
も進んでおり、5地区の活動拠点
も実働し、町内各お宝の活用に磨
きがかけられています。私は特に女
性目線からの意見要望を聞き、そ
れらの提案内容の代弁者として、
町政に提言していきたいと考えて
います。
つながりのある、住みよい、自慢の

できる強い町づくりを目指します。

１
期

子どもたちが、幸せに生き
ることが私の一番の願いで
す。そのためには原発も戦争
もない世界を望みます。高齢
であっても、障害があっても
すべての人が生き生きと暮ら
せるよう、皆さんの声をしっ
かり受け止め、必要な施策を
実現していきたいと思ってい
ます。

２
期坂

本
　
玲
子
議
員
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日
高
村
佐
川
町

学
校
組
合
議
会
議
員

高
吾
北
広
域
町
村

事
務
組
合
議
会
議
員

国道494号佐川バイパス
整備促進特別委員会

国道494号佐川バイパス
整備促進特別委員会

議会運営委員会議会運営委員会議会広報編集委員会議会広報編集委員会
議会の審議、活動等について広く、住民の方に公開周

知することを目的に、議会広報の編集を行ないます。

議会の日程、議案や一般質問の取り扱いなど議会運営

を円滑に行うために必要な事項や、議長からの諮問事

項を審査します。

前
列
右
よ
り

藤
原
健
祐

◎
西
村
清
勇

○
中
村
卓
司

後
列
右
よ
り

西
森
勝
仁

岡
村
統
正

松
浦
隆
起

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

前
列
右
よ
り

坂
本
玲
子

◎
下
川
芳
樹

○
西
森
勝
仁

後
列
右
よ
り

宮
ì
知
惠
子

橋
元
陽
一

前
列
右
よ
り

宮
ì
知
惠
子

◎
松
浦
隆
起

○
森
　
正
彦

後
列
右
よ
り

邑
田
昌
平

橋
元
陽
一

議
会
選
出

監
査
委
員

※
適
正
な
行
財
政
運
営
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
定
期
的

に
監
査
し
ま
す
。

西
　
森
　
勝
　
仁

永

田

耕

朗

藤

原

健

祐

松

浦

隆

起

坂

本

玲

子

永

田

耕

朗

下

川

芳

樹

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員

大

山

定

一
氏

佐
川
町
乙
３
０
６
０
番
地
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９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

平
成
28
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
を
認
定

９
月
定
例
会
は
、
８

日
か
ら
15
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
決
算
の

認
定
の
ほ
か
、
平
成
29

年
度
補
正
予
算
を
は
じ

め
、
条
例
改
正
な
ど
議

案
24
件
、
報
告
４
件
、

意
見
書
４
件
を
審
議
し
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
全

員
及
び
賛
成
多
数
で
全

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
に
は
８
人

の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
全
般
に
つ
い
て
、
活

発
な
論
戦
を
展
開
し
ま

し
た
。

一
般
会
計

前
年
に
比
べ
、
歳
入
は
、

７
億
５
千
万
円
の
増
、
歳
出

は
、
７
億
９
千
万
円
余
り
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
で
は
、
固
定
資
産
税

の
償
却
資
産
の
増
加
や
歳
出

増
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
整
備
等
大

型
事
業
の
国
や
県
の
補
助
金

が
増
加
し
て
い
る
。

歳
出
で
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
等
の
扶
助
費
、
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
整
備
、
小
学
校

耐
震
化
工
事
、
黒
岩
保
育
所

新
築
工
事
、
文
化
セ
ン
タ
ー

耐
震
改
築
工
事
、
普
通
建
設

事
業
等
で
増
加
し
て
い
る
。

病
院
事
業

事
業
収
支
に
お
い
て
は
、

純
利
益
１
億
円
弱
の
黒
字
と

な
っ
て
い
る
。

年
間
取
扱
患
者
数
は
、
入

院
患
者
約
３
万
３
千
人
、
外

来
患
者
約
５
万
５
千
人
と
な

っ
て
い
る
。

介
護
老
人
保
健
施
設
の
利

用
者
は
、
約
５
千
人
。
ま
た
、

デ
イ
ケ
ア
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
は
さ
く
ら
荘
約
５
千

人
、
斗
賀
野
荘
約
６
千
人
と

な
っ
て
い
る
。

水
道
事
業

事
業
収
支
に
お
い
て
は
、

純
利
益
１
千
万
円
余
り
の
黒

字
と
な
っ
て
い
る
。

町
内
の
給
水
栓
数
は
、
４

９
１
７
栓
と
な
っ
て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業

歳
入
20
億
円
余
り
、
歳

出
19
億
７
千
万
円
弱
と
な
っ

て
お
り
、平
成
28
年
度
に
は
、

繰
入
基
準
額
以
外
に
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
は
な
か
っ

た
。平

成
30
年
度
か
ら
、
県

が
県
内
市
町
村
と
と
も
に
国

保
の
運
営
を
担
う
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業

歳
入
16
億
９
千
万
円
余

り
、
歳
出
16
億
５
千
万
円
余

り
と
な
っ
て
い
る
。

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
　
整
備
す
す
む



76億9,995万
20億844万
1,224万
4,595万
2,586万

16億9,584万
2億1,639万
1億7,862万
17億6,046万
136億4,375万
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歳　入
73億2,222万
19億6,977万

183万
4,595万
2,586万

16億5,093万
2億1,255万
1億6,111万
16億6,155万
130億5,176万

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
住宅新築資金等貸付事業
学校給食
農業集落排水事業
介護保険
後期高齢者医療
水道事業
病院事業

決　　　　　　算　　　　　　額

9,945万
0
0
0
0
0
0
0
0

9,945万

2億7,828万
3,867万
1,042万

0
0

4,491万
384万
1,751万
9,891万

4億9,254万

一　　般　　会　　計

平成28年度各会計の決算状況
総額130億5 , 1 7 6万円

10億�
20億�
30億�
40億�
50億�
60億�
70億�
80億�
90億�

�25年度� 26年度� 27年度� �28年度��24年度� ���

積立金（  　　  一般会計・　　     特別会計  ）　　　借入金�

4,062

7,951

308
4,342

8,336

260
4,472

7,921

185
4,718

7,602

188
4,515

7,743

207

総 合 計

（単位:円）

※水道・病院事業特別会計は税抜収益的収支を記載

積立金・借入金の推移　　　　

※借入金は、特別会計・一般会計の合計金額を記載

（単位：百万円）

歳　出 翌年度繰越額 実質収支額会　　計　　名

町
の
借
入
金

一
般
会
計
で
は
、
借
入
金

は
、
２
億
５
千
万
円
余
り
増

加
し
た
。

特
別
会
計
に
お
い
て
は
、

１
億
円
余
り
減
少
し
、
全
体

と
し
て
は
１
億
５
千
万
円
程

度
増
加
し
総
額
77
億
円
余
り

と
な
っ
て
い
る
。

町
の
基
金

町
の
基
金
（
貯
金
）
の
状

況
は
、
平
成
28
年
度
に
は
１

億
８
千
万
円
余
り
増
え
、
年

度
末
現
在
高
は
47
億
２
千
万

円
余
り
と
な
っ
て
い
る
。

歳出
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災害に強い町に

平
成
28
年
度
の
一
般
会

計
の
決
算
の
状
況
は
、
歳
入

で
は
７
億
５
千
万
円
余
り
の

増
額
、
歳
出
で
は
７
億
９
千

万
円
余
り
の
増
額
と
な
っ
て

い
る
。

歳
入
に
お
い
て
、
固
定
資

産
税
の
課
税
客
体
の
増
加
、

軽
自
動
車
税
の
税
率
改
正
等

に
よ
り
地
方
税
収
入
の
増

加
、
小
学
校
耐
震
化
工
事
の

実
施
等
に
よ
り
国
庫
支
出
金

の
増
加
、
集
落
活
動
セ
ン
タ

ー
整
備
事
業
等
、
県
支
出
金

の
増
加
が
要
因
で
あ
る
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
臨
時

福
祉
給
付
金
等
の
扶
助
費
で

増
加
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

整
備
、小
学
校
耐
震
化
工
事
、

黒
岩
保
育
所
新
築
工
事
、
文

化
セ
ン
タ
ー
耐
震
改
築
工

事
、
給
食
セ
ン
タ
ー
増
改
築

工
事
、
霧
生
関
整
備
等
、
普

通
建
設
事
業
費
で
大
幅
な
増

加
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

未
収
金
の
状
況
は
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
を
含
め
る

と
、
不
納
欠
損
額
は
約
４
２

７
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
約

７
０
７
万
円
減
少
し
、
収
入

未
済
額
は
約
５
７
１
５
万
円

で
、
前
年
度
よ
り
約
１
５
５

６
万
円
減
少
し
て
い
る
。
徴

収
率
や
未
収
金
に
つ
い
て
決

算
状
況
を
見
る
と
、
児
童
福

祉
費
負
担
金
、住
宅
使
用
料
、

給
食
費
に
お
い
て
は
、
現
年

徴
収
率
百
％
を
達
成
し
て
い

る
。
収
納
業
務
の
一
元
化
を

図
り
、
滞
納
整
理
を
強
化
し

て
き
た
成
果
が
顕
著
に
表
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

今
後
に
お
い
て
は
、
財
政

状
況
を
踏
ま
え
、
投
資
の
バ

ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、
必

要
な
財
源
を
確
保
し
、
住
民

の
負
託
と
信
頼
に
応
え
る
べ

く
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
挙
げ
る
よ
う
、
計
画

的
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な

行
政
運
営
を
推
進
さ
れ
る
こ

と
を
要
望
し
て
、
監
査
報
告

及
び
意
見
と
す
る
。

どう生かされた？みんなのお金�

監査意見（要旨）

監査委員
上　田　益　英
徳　弘　初　男

一般会計�

歳  入�

76億�
9,995万円�

一般会計�

歳  出�

73億�
2,222万円�

  町税　�
【11億2,153万円】14.6％�
  町民税・固定資産税�

  その他�
【11億2,849万円】14.7％�
  地方譲与税・寄付金�

  分担金・負担金　�
【1億3,849万円】�
　1.8％�
  保育所負担金�
  工事負担金�

  使用料・手数料　�
【7,919万円】1.0％�
  住宅使用料・施設使用料�

  地方交付税　�
【27億2,389万円】�
  35.4％�
  財政力に応じた国の交付金�

  県支出金　�
【8億1,732万円】10.6％�
  県からの交付金・補助金 

  町債　�
【7億3,316万円】9.5％�
  長期借入金�

  議会費【7,240万円】1.0％�
  議員報酬・議会運営�

  総務費　�
【12億6,173万円】�
 17.2％�
  財産管理・選挙�

  民生費　�
【22億1,031万円】�
  30.2％�
  高齢者福祉・保育所  

  衛生費　�
【7億4,341万円】10.1％�
  予防接種・ごみ処理�

  農林水産業費�
【4億2,040万円】5.7％�
  農林業振興・施設整備�   商工費【1億8,933万円】2.6％�

  商工業・観光振興�

  土木費　�
【4億4,278万円】�
　6.0％�
  道路・住宅の維持改良�

  消防費　�
【2億9,099万円】�
　4.0％�
  防災対策・消防活動�

  教育費　�
【9億2,702万円】�
　12.7％�
  小中学校・文化施設�

  災害復旧費【2億3,240万円】3.2％�
  農林・公共施設災害�

  公債費　�
【5億3,145万円】7.3％�
  借入金の返済�

  国庫支出金　�
【9億5,788万円】12.4％�
  国からの交付金・補助金�



中
村
議
員
　
産
業
建
設
課
に

お
い
て
今
回
の
決
算
で
積
み

残
さ
れ
た
事
業
の
件
数
は
何

件
か
。
積
み
残
し
の
理
由
は

何
か
。

産
業
建
設
課
長
　
地
元
要
望

で
執
行
で
き
な
か
っ
た
件
数

が
９
件
、
町
道
、
河
川
の
改

修
・
修
繕
で
24
件
あ
る
。
積

み
残
し
は
平
成
28
年
度
予
算

で
工
事
予
算
が
足
り
な
か
っ

た
た
め
だ
。

関
連
質
疑

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た

９
月
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た
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条
　
　
例

工
事
請
負
契
約
締
結

佐
川
町
手
話
言
語
の

普
及
及
び
障
害
者
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
利
用
を
促

進
す
る
条
例

意
思
の
疎
通
に
障
害
の
あ

る
方
が
手
話
を
含
め
、
点
字
、

代
読
、
音
読
、
要
約
筆
記
等

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
の
普
及
及
び
利
用
促
進
を

図
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
す
る
。

佐
川
地
区
岡
崎
堰
水
利
施
設

機
能
保
全
対
策
工
事

（
契
約
の
方
法
）

指
名
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

５
０
３
２
万
８
千
円

（
契
約
の
相
手
）

有
限
会
社
　
愛
機
工
業

指
定
管
理

（
管
理
を
委
託
す
る
施
設
）

と
か
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

あ
お
ぞ
ら

（
管
理
を
行
う
団
体
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
か
の
元
気
村

斗
賀
野
駅
舎
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る

条
例四

国
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
よ
り
譲
渡
さ
れ
、
耐
震

及
び
改
修
工
事
を
実
施
し

た
Ｊ
Ｒ
斗
賀
野
駅
舎
に
つ

い
て
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
を

供
用
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
し
必
要
な
規
定
を
定
め

る
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
す
る
。

平平成成2288年年度度

決決算算質質疑疑

平
成
28
年
度
佐
川
町

一
般
会
計
の
決
算
に

つ
い
て

さ
か
わ
ぐ
る
ぐ
る
バ

ス
の
運
行
に
関
す
る

条
例10

月
か
ら
本
格
運
行
を
実

施
す
る
さ
か
わ
ぐ
る
ぐ
る
バ

ス
の
路
線
、
運
賃
等
、
必
要

な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
新

た
に
条
例
を
制
定
す
る
。

佐
川
町
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

斗
賀
野
地
区
に
新
設
す

る
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
を

供
用
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に

関
し
必
要
な
規
定
を
定
め

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
。

坂
本
議
員
　
来
年
度
に
向
け

て
、
予
算
措
置
を
含
め
、
ど

の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
進

め
る
つ
も
り
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
条
例
の
周

知
、
研
修
会
等
へ
の
手
話
通

訳
や
要
約
筆
記
等
の
配
置
等

を
考
え
て
い
る
。
す
ぐ
で
き

る
こ
と
と
時
間
を
要
す
る
こ

と
な
ど
が
あ
る
。
町
全
体
で

考
え
て
で
き
る
こ
と
か
ら
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

中
村
議
員
　
条
例
制
定
に
は

現
場
の
関
係
者
と
話
を
し
て

制
定
し
た
の
か
。

健
康
福
祉
課
長
　
制
定
に
あ

た
っ
て
は
身
体
障
害
者
協
議

会
、
手
話
サ
ー
ク
ル
の
方
た

ち
に
案
を
示
し
了
承
し
て
も

ら
っ
た
。

要望箇所の着手前と完成

耐震改修工事が完成（斗賀野駅舎）
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地域づくり事業

2億3,092万円

地域おこし協力隊
事業

8,826万円

新
た
に
10
名
採
用
し
、

自
伐
型
林
業
12
名
、
観
光
２

名
、
総
合
型
１
名
、
農
業
２

名
、
も
の
づ
く
り
４
名
で
活

動
し
て
い
く
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
地

域
づ
く
り
、
活
性
化
の
た
め

の
拠
点
と
な
る
集
落
活
動
セ

ン
タ
ー
が
、
黒
岩
・
加
茂
地

区
に
完
成
し
た
。
斗
賀
野
地

区
は
、
平
成
29
年
度
に
完
成

予
定
。

9月定例会で平成28年度の決算認定がされました。平成28年度に実施された事業の中で議会が
注目した事業を紹介します。

黒岩中央保育所
新築事業

2億4,696万円

児
童
の
安
心
安
全
、
健
や

か
な
成
長
を
目
的
と
し
、
28

年
度
は
保
育
所
新
築
工
事
お

よ
び
付
帯
工
事
を
実
施
し

た
。

新しい園舎で元気にあそぶ子どもたち

ものづくりの拠点となる発明ラボ

みんなが集う加茂集落活動センター
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社会教育施設
耐震化事業

9,072万円

災
害
時
の
拠
点
避
難
所
と

な
る
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
と

遊
学
館
の
耐
震
化
工
事
が
完

了
し
た
。

緊急避難場所
耐震化工事

1,333万円

緊
急
避
難
場
所
に
指
定
し

て
い
る
集
会
所
の
耐
震
化
工

事
を
実
施
し
た
。

平
成
28
年
度
は
、
室
原
、

本
村
西
、
市
の
瀬
、
長
竹
、

下
郷
・
高
平
の
５
カ
所
。

町民プール改修工事

8,074万円

町
民
プ
ー
ル
・
サ
ウ
ナ
の

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
及
び

改
修
工
事
を
実
施
し
た
。

暖
房
設
備
も
導
入
さ
れ

た
。

木造住宅耐震化
支援事業

6,264万円
（一部29年度へ繰り越し）

住
宅
の
耐
震
化
に
対
す
る

支
援
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す

る
た
め
、
耐
震
診
断
の
無
料

化
や
設
計
補
助
を
上
乗
せ
し

自
己
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

天井がリニューアルされた町民プール

耐震化で安全な住宅に

これで安心！拠点避難所

公民館は順次耐震化される



3,415万
2,449万
1,042万
1,885万
422万
3,148万

10億0,020万

13億0,506万

1億3,071万

2億7,306万

1,879万

27億2,782万

財
産
管
理
費

４
５
７
万
円

老
朽
町
営
住
宅
住
み
替

え
事
業
に
よ
る
解
体
工
事

に
つ
い
て
、
３
棟
分
を
追

加
す
る
た
め
増
額
補
正
す

る
。

地
域
公
共
交
通
事
業

２
３
５
万
円

ぐ
る
ぐ
る
バ
ス
本
格
運

行
開
始
に
伴
い
、
車
体
へ

の
路
線
表
示
用
マ
グ
ネ
ッ

ト
、
未
設
置
箇
所
へ
の
バ

ス
停
標
識
の
製
作
等
行
う

た
め
増
額
補
正
す
る
。

園
芸
団
地
整
備

特
別
対
策
事
業

１
９
８
０
万
円

園
芸
用
ハ
ウ
ス
整
備
事

業
補
助
金
の
新
規
就
農
者

１
名
分
を
追
加
す
る
た
め

増
額
補
正
す
る
。

山
地
・
作
業
路
整
備

事
業

８
０
０
万
円

高
吾
北
地
区
で
取
り
組

む
「
林
業
成
長
産
業
化
地

域
創
出
モ
デ
ル
」
の
採
択

に
伴
い
、
森
林
整
備
に
必

要
な
作
業
路
を
新
設
す
る

た
め
増
額
補
正
す
る
。

12平成29年12月1日 第72号

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9 月
補正予算
ピックアップ

9億1,584万

11億5,003万

1億0,699万

1億5,155万

8万

23億2,449万

会 計 名

一 般 会 計

歳出総額

特別養護老人ホーム

養護老人ホーム

障害者支援施設

ふるさと市町村圏

合　　　　計

歳入総額

特
別
会
計

平成28年度決算　 （単位：円）

高
吾
北

広
域
町
村
事
務
組
合

議
会

９
月
22
日

諸
般
の
報
告

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
運
営
状
況
は
、
年

度
末
に
か
け
予
想
以
上

の
医
療
機
関
入
院
者
が

発
生
し
、
稼
働
率
が
低

下
し
て
い
る
。

繰
越
金
も
ほ
ぼ
横
ば

い
の
状
況
で
推
移
し
て

お
り
、
厳
し
さ
も
あ
る

が
安
定
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

近
年
構
成
町
内
の
介

護
施
設
の
充
実
も
あ
り
、

各
施
設
の
待
機
者
の
状

況
は
、
９
月
現
在
で
春

日
荘
32
名
、
五
葉
荘
25

名
、
も
み
じ
荘
０
名
、

あ
が
わ
荘
１
名
と
な
っ

て
お
り
数
年
前
か
ら
比

べ
る
と
少
な
く
な
っ
て

い
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結

高
吾
北
衛
生
セ
ン
タ
ー

基
幹
的
施
設
整
備
工
事

（
契
約
の
方
法
）

一
般
競
争
入
札

（
契
約
金
額
）

15
億
３
３
６
０
万
円

（
契
約
の
相
手
方
）

虹
技
株
式
会
社

《
組
合
長

諸
般
報
告
》

補正額会　　計　　名
一　般　会　計

特
別
会
計

補正後の額

国 民 健 康 保 険
住宅新築資金等貸付事業
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
病 院 事 業

65億9,728万
20億2,373万

1173万
18億8,558万
2億3,981万
20億3,425万

平成29年9月補正予算　 （単位：円）

かわいいバス停おめみえ

完成したレンタルハウス

開設がすすむ作業路
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農
業
者
戸
別
所
得

補
償
制
度
の
復
活

を
求
め
る
意
見
書

（
提
出
者

産
業
厚
生
常
任
委
員
長

西
村
清
勇
）

米
価
が
生
産
費
を
大
き
く

下
回
る
水
準
に
下
落
し
、
多

く
の
稲
作
農
家
が
「
こ
れ
で

は
作
り
続
け
ら
れ
な
い
」
と

い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
る
。

稲
作
経
営
が
成
り
立
た
な

い
ば
か
り
か
、
水
田
の
も
つ

多
面
的
機
能
も
喪
失
し
、
地

域
経
済
を
ま
す
ま
す
困
難
に

し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
き
ら

か
で
あ
る
。

経
営
を
下
支
え
す
る
政
策

を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た

観
点
か
ら
、
当
面
、
生
産
費

を
つ
ぐ
な
う
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
を
復
活
さ
せ

て
、
国
民
の
食
糧
と
地
域
経

済
、
環
境
と
国
土
を
守
る
こ

と
を
求
め
る
。

「
全
国
森
林
環
境
税
」

の
創
設
に
関
す
る

意
見
書

（
提
出
者

産
業
厚
生
常
任
委
員
長

西
村
清
勇
）

平
成
29
年
度
税
制
改
正

大
綱
に
お
い
て
、「
市
町
村

が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す
る

森
林
整
備
等
に
必
要
な
財
源

に
充
て
る
た
め
、
個
人
住
民

税
均
等
割
の
枠
組
み
の
活
用

を
含
め
都
市
・
地
方
を
通
じ

て
国
民
に
等
し
く
負
担
を
求

め
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
森

林
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
」

に
関
し
、「
平
成
30
年
度
税

制
改
正
に
お
い
て
結
論
を
得

る
」
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
森
林
・
林
業
・
山
村
対

策
の
抜
本
的
強
化
を
は
か
る

た
め
の「
全
国
森
林
環
境
税
」

の
早
期
導
入
を
強
く
求
め

る
。

「
道
路
整
備
事
業
に

係
る
国
の
財
政
上

の
特
別
措
置
に
関

す
る
法
律
」
第
二

条
に
規
定
す
る
国

の
負
担
又
は
補
助

の
割
合
の
特
例
の

継
続
等
に
関
す
る

意
見
書

（
提
出
者
・
岡
村
統
正
）

国
民
の
生
活
の
質
を
高

め
、
生
命
と
財
産
を
守
り
、

未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
の
道
路

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
地
域

経
済
の
活
性
化
や
防
災
力
の

向
上
に
資
す
る
道
路
整
備
を

推
進
し
、
安
全
安
心
な
利
用

を
確
保
す
る
た
め
の
修
繕
、

老
朽
化
対
策
な
ど
を
計
画
的

に
進
め
る
た
め
、
道
路
予
算

全
体
を
拡
大
し
た
う
え
で
、

必
要
な
額
を
確
保
す
る
こ

と
。「
道
路
整
備
事
業
に
係

る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置

に
関
す
る
法
律
」
第
二
条
に

規
定
す
る
国
の
負
担
又
は
補

助
の
割
合
の
特
例
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
以
降
も
継

続
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
。

柳
瀬
川
河
川
改
修

事
業
に
関
す
る

意
見
書

（
提
出
者
・
片
岡
勝
一
）

仁
淀
川
か
ら
の
背
水
影
響

な
ど
に
よ
り
毎
年
の
よ
う
に

出
水
期
に
氾
濫
す
る
た
め
、

地
域
の
幹
線
道
路
は
冠
水

し
、
集
落
の
孤
立
を
招
き
、

農
地
の
耕
土
が
流
出
す
る
な

ど
、
繰
り
返
さ
れ
る
被
害
に

住
民
は
疲
労
し
困
窮
し
て
い

る
。柳

瀬
川
流
域
の
住
民
が
未

来
に
夢
と
希
望
を
抱
け
る
よ

う
、
柳
瀬
川
河
川
改
修
工
事

に
つ
い
て
、
完
成
年
度
を
設

定
し
、
早
期
完
成
に
向
け
し

っ
か
り
と
予
算
の
確
保
に
努

め
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
す

る
。

農地を荒らさないために

みんなで山を守ろう

道路は生活の基盤
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不
育
症
は
、
妊
娠
し
な
い

不
妊
症
と
異
な
り
、
妊
娠
す

る
け
れ
ど
も
、
流
産
や
死
産

を
２
回
以
上
繰
り
返
し
、
結

果
と
し
て
子
ど
も
が
持
て
な

い
と
い
う
も
の
だ
。
適
切
な

検
査
や
治
療
を
行
え
ば
、
８

割
以
上
が
出
産
で
き
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
治
療
費
の
助

成
を
行
い
、
少
し
で
も
子
ど

も
が
増
え
て
い
く
環
境
に
す

る
べ
き
だ
。

田
村
健
康
福
祉
課
長

第
５

次
佐
川
町
総
合
計
画
の
施
策

15
で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
め
る
環
境
づ
く
り
を
う
た

っ
て
い
る
の
で
、
平
成
29
年

度
末
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
す

る
か
決
め
た
い
。
前
向
き
に

は
考
え
て
い
る
。

夜
間
中
学
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
に
よ
り
義
務
教
育
未

修
了
の
ま
ま
学
齢
を
超
過
し

た
方
々
の
就
学
機
会
の
確
保

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
本
町
に
お
い
て
も
夜
間

中
学
の
設
置
等
に
関
す
る
協

議
会
を
組
織
し
、
夜
間
中
学

の
設
置
に
向
け
て
検
討
を
行

う
べ
き
だ
。

川
井
教
育
長

協
議
会
は
県

が
主
導
で
設
置
さ
れ
る
べ
き

も
の
だ
。
夜
間
中
学
校
は
課

題
と
し
て
捉
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
当
然
だ
。

た
だ
、
教
育
委
員
会
の
人

員
体
制
の
中
で
、
で
き
る
こ

と
に
は
限
り
が
あ
る
。
現
体

制
の
中
で
、
直
ち
に
具
体
的

に
検
討
し
て
、
し
っ
か
り
し

た
夜
間
中
学
校
に
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
少
し
困
難
な
状

況
だ
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

作
成
す
る
べ
き
だ

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

作
成
す
る
べ
き
だ

不育症治療

公費助成するべきだ

不育症治療

公費助成するべきだ

夜間中学

設置に向けて検討を

夜間中学

設置に向けて検討を

田
村
健
康
福
祉
課
長
　
県
の

意
向
を
確
認
し
て
検
討
し
た

い
が
、
県
が
や
ら
な
く
て
も

町
と
し
て
、
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
平
成
29
年
度
末
ま
で

に
決
め
た
い
。
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松
浦
　
隆
起
　
議
員

ここがここが�
聞きたい�
ここが
聞きたい�

8人が町政を問う人が町政を問う�8人が町政を問う�

教育長 現体制では困難な状況だ

健康福祉課長 前向きには考えている

健
康
福
祉
課
長

前
向
き
に
取
り
組
み
た
い

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
は
、

障
害
や
難
病
を
抱
え
た
人
が

必
要
な
支
援
を
あ
ら
か
じ
め

記
し
て
お
き
、
緊
急
時
や
災

害
時
な
ど
の
困
っ
た
際
に
提

示
し
て
周
囲
の
配
慮
や
手
助

け
を
お
願
い
し
や
す
く
す
る

も
の
で
あ
る
「
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
」
作
成
に
取
り
組
む
べ
き

だ
。

子どもいっぱいの佐川町になるといいな！

佐川高校定時制主催の佐川学講座



高濃度放射性廃棄物処分場

どう対処する

高濃度放射性廃棄物処分場

どう対処する

給付型奨学金制度

創設が必要

給付型奨学金制度

創設が必要

町長４年間の

総括と課題は

町長４年間の

総括と課題は

の
町
の
施
策
で
十
分
か
。

経
済
的
に
困
難
な
家
庭
の

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

校
に
行
け
る
よ
う
、
給
付
型

奨
学
金
の
創
設
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

川
井
教
育
長

佐
川
町
に
お

い
て
約
半
数
の
ご
家
庭
が
厳

し
い
状
況
と
い
う
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
教
育
に
お
い

て
今
の
支
援
策
で
十
分
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
。
高
校
卒

業
後
の
段
階
で
の
支
援
が
重

要
で
は
な
い
か
と
思
う
。

町
で
は
少
子
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
担
い
手
確
保
が

困
難
な
職
種
に
就
職
す
る
人

を
対
象
と
し
て
、
給
付
型
の

奨
学
金
の
創
設
を
来
年
度
か

ら
立
ち
上
げ
た
い
と
現
在
検

討
を
進
め
て
い
る
。
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佐
川
町
で
は
若
い
世
代
の

多
く
の
家
庭
が
生
活
保
護
以

下
の
生
活
を
し
て
い
る
。
町

は
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な

え
る
と
の
方
針
を
出
し
て
い

る
が
、
教
育
に
お
い
て
、
今

坂
本
　
玲
子
　
議
員教育長 検討している

町長 処分場は拒否をする

みんなが輝ける佐川町に！

地
震
の
多
い
国
日
本
で
、

原
発
を
持
つ
こ
と
の
危
険
に

つ
い
て
ど
う
思
う
か
。
地
震

に
よ
る
大
災
害
が
想
定
さ
れ

て
い
る
今
、
高
濃
度
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
場
に
つ
い

て
、
佐
川
町
も
適
正
地
と
さ

れ
て
い
る
が
、
も
し
佐
川
町

が
そ
の
候
補
地
と
な
っ
た
と

き
、
佐
川
町
長
と
し
て
ど
う

す
る
か
。

堀
見
町
長

地
震
の
多
い
国

で
の
危
険
性
に
つ
い
て
科
学

的
判
断
は
で
き
な
い
が
、
他

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
を
進

め
、
原
子
力
発
電
所
の
な
い

国
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ

て
い
る
。
佐
川
町
へ
の
処
分

場
建
設
は
は
っ
き
り
と
拒
否

を
す
る
。

町長 課題は教育

４
年
間
の
成
果
と
今
後
の

課
題
を
聞
く
。
ま
た
必
要
な

人
に
必
要
な
施
策
が
届
い
て

い
な
い
。
総
合
的
な
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
設
置
す
る
と
か
、

職
員
の
教
育
が
大
事
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

堀
見
町
長

多
く
の
人
の
参

加
を
得
て
総
合
計
画
が
で
き

た
。
今
後
は
総
合
計
画
に
基

づ
き
幸
せ
な
町
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。
公
約
は
お
お
む

ね
達
成
で
き
た
。

課
題
に
つ
い
て
は
文
教
の

ま
ち
と
し
て
の
教
育
を
つ
く

り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
一
番

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
教
育
研
究
所
を
立

ち
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
役
場
だ
け
で
な
く
、
い

ろ
ん
な
立
場
の
方
の
力
を
結

集
し
て
、
支
え
合
い
の
で
き

る
町
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。

文教の町にふさわしい教育も



平
成
28
年
度
決
算
の
自

己
評
価
と
決
算
か
ら
読
み
取

れ
る
課
題
は
。

堀
見
町
長

平
成
28
年
度
は

当
初
予
算
で
70
億
円
を
越
え

る
大
き
な
予
算
を
組
ん
だ

２８年度決算

自己評価は

２８年度決算

自己評価は

不登校児童への

対応はよいか

不登校児童への

対応はよいか

教育研究所

設置の目的は

教育研究所

設置の目的は

教
育
研
究
所
設
置
の
目
的

は
何
か
、
ま
た
具
体
的
に
何

を
す
る
の
か
。
教
育
現
場
に

過
重
な
負
担
は
か
か
ら
な
い

か
。

堀
見
町
長

教
育
研
究
所
で

は
、
教
育
の
本
質
に
ち
ゃ
ん

と
向
き
合
い
、
教
育
現
場
の
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森
　
正
彦
　
議
員

町長 文教のまち佐川の教育確立だ

子どもの育ちをみんなで考えよう

不
登
校
児
童
が
増
加
し
て

い
る
。
子
ど
も
に
寄
り
添
う
、

親
に
寄
り
添
う
体
制
を
整
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

川
井
教
育
長

不
登
校
に
対

し
て
教
育
委
員
会
や
学
校
で

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
の
成

果
が
上
が
っ
て
い
な
い
の
が

現
実
だ
。

今
年
か
ら
佐
川
中
学
校
区

で
県
の
指
定
を
受
け
加
配
教

員
を
２
名
配
置
し
、
中
１
ギ

ャ
ッ
プ
で
不
登
校
に
な
る
子

ど
も
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
す

長寿命化の工事が行われている由留岐堰

教育長 成果が上がっていない

る
等
、
小
中
学
校
が
共
同
で

９
年
間
を
見
通
し
て
取
り
組

む
。ま

た
、
現
在
各
学
校
に
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
入

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
県
の
臨

床
心
理
士
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ

ザ
ー
に
も
定
期
的
に
ア
ド
バ

イ
ス
も
受
け
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

学
校
地
域
支
援
本
部
事
業

で
も
、
地
域
の
支
援
を
い
た

だ
き
取
り
組
み
を
充
実
し
て

い
き
た
い
。

町長 しっかり執行できた

が
、
住
民
の
税
金
を
無
駄
に

す
る
こ
と
な
く
し
っ
か
り
執

行
で
き
た
。

課
題
は
、
基
金
へ
積
ん
だ

額
と
繰
り
入
れ
た
額
で
み
る

と
実
質
赤
字
と
な
っ
て
い

る
。今

後
、
社
会
保
障
、
医
療

の
福
祉
関
係
費
用
が
増
加
す

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
公

共
施
設
の
長
寿
命
化
等
の
維

持
管
理
に
か
か
る
費
用
も
必

要
だ
。

こ
れ
か
ら
５
年
、
10
年
メ

リ
ハ
リ
を
つ
け
た
予
算
の
執

行
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

厳
し
い
時
代
に
な
っ
て
き
た

と
実
感
し
て
い
る
。

皆
さ
ん
と
よ
く
話
し
合
い
、

本
当
に
子
ど
も
に
必
要
な
教

育
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
文

教
の
ま
ち
佐
川
と
し
て
確
立

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
教
育
を
30
年
、
50
年
続

け
て
い
く
と
、
や
っ
ぱ
り
文

教
の
ま
ち
だ
と
い
わ
れ
る
町

に
な
る
と
思
う
。

具
体
的
に
は
佐
川
町
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
人

間
性
豊
か
な
、
相
手
を
思
い

や
る
心
を
持
っ
た
子
ど
も
を

育
て
て
い
き
た
い
。

川
井
教
育
長

ふ
る
さ
と
教

育
を
実
施
し
て
も
児
童
生
徒

の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。



佐川まるごと植物園構想

連携して取り組みを

佐川まるごと植物園構想

連携して取り組みを

い
。
補
助
金
が
３
万
円
で
は

少
な
い
。
町
と
し
て
も
っ
と

支
援
が
で
き
な
い
か
。

川
井
教
育
長

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

も
、
全
国
大
会
出
場
に
対
し

て
、
助
成
金
を
増
額
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
る
。
近

隣
市
町
村
の
助
成
状
況
を
調

査
の
上
、
補
助
金
交
付
要
綱

の
改
正
を
検
討
し
た
い
。

全国大会出場校

町のさらなる助成を

全国大会出場校

町のさらなる助成を

生きる力を培う

教育を

生きる力を培う

教育を
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高
知
県
の
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
は
ワ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
で

あ
る
。
し
か
し
結
果
の
み
に

一
喜
一
憂
す
る
こ
と
は
な
い
。

教
育
で
は
、
基
礎
知
識
を
学

佐
川
ま
る
ご
と
植
物
園
構

想
は
、
今
の
時
代
の
先
駆
け

の
取
り
組
み
で
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
今

あ
る
課
題
に
対
し
て
連
携
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

中
山
間
地
域
の
産
業
と
し

て
山
野
草
の
活
用
に
つ
い
て

は
ど
う
か
。

尾
川
黒
岩
合
同
チ
ー
ム
が

全
国
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

優
勝
し
た
。
全
国
大
会
出
場

で
は
保
護
者
の
負
担
が
大
き

今
橋
　
寿
子
　
議
員教育長 検討したい

教育長 教育研究所を立ち上げる

優勝報告に訪れたソフトボール部の子どもたち

オンリーワンのまちづくり　牧野公園

ぶ
と
と
も
に
、
子
ど
も
を
育

て
る
う
え
で
、
生
き
る
力
を

培
う
環
境
づ
く
り
が
大
切

だ
。
文
教
の
ま
ち
と
し
て
ど

う
や
っ
て
い
く
か
。

川
井
教
育
長

学
力
テ
ス
ト

の
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
こ

と
は
し
て
い
な
い
。
ま
ず
は
、

子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
基
礎

学
力
を
し
っ
か
り
つ
け
て
い

き
た
い
。
ま
た
子
ど
も
た
ち

に
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
が

大
事
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

佐
川
町
の
偉
大
な
先
人
に

学
ぶ
、
ふ
る
さ
と
教
育
が
大

切
だ
。
そ
う
い
っ
た
教
育
を

体
系
的
に
し
っ
か
り
で
き
る

よ
う
、
教
育
研
究
所
を
立
ち

上
げ
る
。

町長 連携はできつつある

堀
見
町
長

ま
る
ご
と
植
物

園
構
想
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

が
横
断
的
な
連
携
は
で
き
つ

つ
あ
る
。
そ
の
輪
を
広
げ
、

町
全
体
で
幸
せ
な
町
づ
く
り

が
進
ん
で
い
け
ば
い
い
と
考

え
て
い
る
。

公
文
産
業
建
設
課
長

山
野

草
に
つ
い
て
は
農
業
施
策
と

し
て
該
当
す
る
も
の
は
な
い

が
、
今
後
山
野
草
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
。



水
か
さ
が
上
昇
す
る
と
、
仁

淀
川
本
流
に
直
角
に
合
流
す

る
と
堤
防
を
越
流
、
耕
土
を

流
失
さ
せ
冠
水
で
作
物
が
全

滅
ま
た
は
大
被
害
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
も
た
く
さ
ん
の

方
々
が
対
策
を
考
え
て
く
れ

た
が
、
改
修
と
完
成
の
見
通

し
は
立
っ
て
い
な
い
。
後
世

に
課
題
を
残
し
た
く
な
い
。

一
刻
も
早
い
解
決
策
は
な
い

か
。

公
文
産
業
建
設
課
長

柳
瀬

川
改
修
に
つ
い
て
、
県
土
木

越
知
事
務
所
を
主
体
と
し
て

平
成
26
年
度
よ
り
上
流
の

6.3
㎞
の
未
改
修
区
間
を
７
工

区
に
分
け
下
流
の
１
工
区
よ

り
順
次
施
工
す
る
。

平
成
26
年
度
は
全
体
の
概

略
設
計
を
し
、
平
成
27
年
度

は
氾
濫
解
析
環
境
調
査
を
し

た
。
平
成
28
年
度
は
１
工
区

左
岸
側
女
川
、
大
田
川
用
地

調
査
、
登
記
簿
調
査
を
実
施

し
た
。

防犯カメラ設置

必要だ

防犯カメラ設置

必要だ

柳瀬川河川改修

完成の見通しは

柳瀬川河川改修

完成の見通しは
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麻
田
総
務
課
長

街
頭
へ
の

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
町
単
独
で

の
実
施
は
考
え
て
は
い
な
い

が
、
住
民
か
ら
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
高
知
県
街
頭
防
犯
カ

メ
ラ
等
設
置
事
業
費
補
助
金

の
活
用
が
で
き
る
。

そ
の
後
は
自
治
会
な
ど
が

主
体
で
整
備
や
維
持
管
理
を

願
い
た
い
。

現
在
、
防
犯
灯
は
行
政
が

力
を
入
れ
て
行
き
渡
り
つ
つ

あ
る
。

本
町
の
防
犯
カ
メ
ラ
は
現

在
、
現
金
受
け
払
い
機
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
取
り
つ
け
ら
れ
て
い

る
。今

後
、
町
内
の
各
所
に
防

犯
カ
メ
ラ
を
つ
け
、
犯
罪
予

防
、
犯
罪
捜
査
の
手
助
け
と

す
べ
き
だ
。

主
に
関
係
あ
る
地
域
は
越

知
町
の
女
川
、
柴
尾
そ
し
て

佐
川
町
平
野
、
大
田
川
、
黒

原
地
区
で
あ
る
。
こ
の
地
は
、

仁
淀
川
、
坂
折
川
が
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
手
前
で
合
流
し
て

い
て
３
番
目
の
川
が
柳
瀬

川
、
通
常
は
Ｙ
字
型
に
合
流

し
て
い
る
。
し
か
し
降
雨
で

片
岡
　
勝
一
　
議
員 産業建設課長 県に働きかける

川が氾濫すると農作物の被害は甚大だ

監視カメラのある赤土トンネル

平
成
29
年
度
は
右
岸
側
柴

尾
地
区
用
地
調
査
、
左
右
ボ

ー
リ
ン
グ
地
質
調
査
、
１
工

区
の
詳
細
測
量
設
計
が
行
わ

れ
る
。

平
成
30
年
度
は
用
地
測

量
、
平
成
31
年
度
か
ら
用
地

買
収
に
入
る
と
聞
い
て
い
る
。

町
も
、
工
事
の
早
期
完
成

に
向
け
県
に
働
き
か
け
を
し

て
い
く
。

総務課長 自治会主体で



2期目における

職員との連携は

2期目における

職員との連携は

道の駅

候補地の絞り込みは

道の駅

候補地の絞り込みは

ぐるぐるバス運行

住民意見反映せよ

ぐるぐるバス運行

住民意見反映せよ

道
の
駅
は
建
設
後
の
経
済

効
果
や
情
報
発
信
な
ど
、
相

乗
効
果
を
期
待
す
る
町
民
も

多
く
、
事
業
の
進
捗
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
。
候
補
地
の

絞
り
込
み
は
ど
う
か
。

堀
見
町
長

33
号
線
沿
い
に

ま
と
ま
っ
た
町
有
地
が
な
い

の
で
、
検
討
委
員
会
の
中
で

10
案
ほ
ど
候
補
地
が
出
て
い

る
。
土
地
の
選
定
は
慎
重
に

本
年
度
末
ま
で
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
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10
月
か
ら
始
ま
る
ぐ
る
ぐ

る
バ
ス
の
本
格
運
行
に
、
住

民
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ

れ
て
い
な
い
。
各
地
区
へ
出

向
い
て
の
意
見
集
約
を
行

い
、
し
っ
か
り
反
映
せ
よ
。

岡
�
チ
ー
ム
佐
川
推
進
課
長

９
月
20
日
か
ら
29
日
の
間
、

各
地
区
で
の
意
見
交
換
会
を

行
う
。
本
格
運
行
で
意
見
を

す
ぐ
に
反
映
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
軽
微
な
部
分
で
あ

れ
ば
途
中
か
ら
で
も
反
映
す

る
。
本
格
運
行
実
施
後
も
年

１
回
、
地
域
に
出
向
き
住
民

の
意
見
を
聞
く
場
を
設
定
し

た
い
。

下
川
　
芳
樹
　
議
員チーム佐川推進課長 途中からでも反映する

ぐるぐるバスの本格運行が始まった

２
期
目
を
目
指
し
幸
せ
な

町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

は
、
町
職
員
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
る
。

町
長
の
新
た
な
取
り
組
み

を
進
め
る
た
め
、
職
員
の
業

務
量
が
増
え
て
き
て
い
る
。

臨
時
職
員
を
含
め
た
職
場
環

境
に
つ
い
て
、
職
員
と
同
じ

方
向
が
目
指
せ
る
よ
う
話
し

合
い
を
行
う
べ
き
だ
。

堀
見
町
長

町
民
や
議
会
か

ら
の
提
案
に
応
え
る
た
め
、

仕
事
が
忙
し
く
な
っ
て
い
る

の
も
事
実
だ
。

職員一丸となって幸せな町づくりを！

町長 本年度末までにしたい

町長 同じ方向を向いて仕事をする

で
き
る
だ
け
職
員
の
主
体

的
な
考
え
を
尊
重
し
て
、
役

場
を
運
営
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

職
員
一
人
一
人
と
向
き
合

い
話
を
聞
い
た
上
で
思
い
も

受
け
止
め
、
佐
川
町
民
の
幸

せ
の
た
め
、
同
じ
方
向
を
向

い
て
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

国
民
健
康
保
険
の
運
営
移
管

に
つ
い
て



選挙投票所の

見直しについて

選挙投票所の

見直しについて

道の駅計画

内容についての構想は

道の駅計画

内容についての構想は

黒岩の河川改修

進捗状況は

黒岩の河川改修

進捗状況は
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道
の
駅
実
行
委
員
会
で
は

10
カ
所
の
予
定
地
案
を
選
定

し
た
。
そ
の
中
で
最
終
的
に

中
村
　
卓
司
　
議
員 町長 計画どおりに進んでいる

黒
岩
の
河
川
改
修
事
業
の

進
捗
状
況
は
少
し
遅
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
そ
の

認
識
は
あ
る
の
か
。

大雨で道路も冠水した黒岩地区

選挙管理委員会事務局長 今後早期に決定する

町長 意見を聞き決定する

平
成
30
年
３
月
ま
で
に
場
所

を
決
定
し
、
平
成
32
年
に
は

開
始
と
の
こ
と
だ
が
、
予
算

や
実
施
運
営
母
体
、
内
容
に

つ
い
て
の
構
想
は
あ
る
の
か
。

堀
見
町
長

場
所
の
選
定
は

今
年
度
中
に
決
め
、
予
算
に

つ
い
て
は
ま
だ
検
討
し
て
い

な
い
。

土
地
が
決
ま
れ
ば
建
物
の

規
模
、
運
営
母
体
、
運
営
主

体
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
等
の

基
本
概
要
計
画
を
つ
く
る
。

そ
の
内
容
は
検
討
委
員
会

の
皆
さ
ん
に
も
意
見
を
聞

き
、
最
終
的
に
は
執
行
部
が

決
定
す
る
。

議
員
全
員
協
議
会
の
中

で
、
選
管
委
員
長
よ
り
投
票

所
の
数
が
20
カ
所
か
ら
15

カ
所
に
減
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
見
直
し
と
の
発
表
が
あ
っ

た
が
、
ど
う
見
直
す
の
か
。

麻
田
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
長

投
票
所
の
統
廃
合
の

基
本
的
な
考
え
方
は
、

①
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
行

政
改
革
の
一
環
と
し
て
取
り

組
む
。

②
車
の
普
及
、
人
口
減
少
、

地
理
的
要
因
な
ど
の
社
会
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
。

③
選
挙
は
民
主
主
義
の
原
点

で
あ
り
、
政
治
参
加
の
機
会
、

手
段
で
あ
る
こ
と
を
損
な
っ

て
は
い
け
な
い
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら

統
廃
合
が
行
わ
れ
た
。

今
後
は
、
町
長
、
町
議
選

挙
が
終
了
後
、
選
挙
管
理
委

員
会
を
早
期
に
開
催
し
決
定

す
る
。

投票所が廃止された虎杖野公民館

堀
見
町
長

全
体
的
に
は
遅

い
と
の
印
象
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
計
画
ど
お
り
に

は
進
ん
で
い
る
。

公
文
産
業
建
設
課
長

大
き

な
事
業
で
あ
る
が
、
測
量
調

査
、
設
計
業
務
を
県
で
行
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
も
地
元

に
丁
寧
に
説
明
し
な
が
ら
や

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

っ
て
い
る
。



荷稲町有林

自伐型モデル林取り組み

荷稲町有林

自伐型モデル林取り組み

レンタルハウス事業レンタルハウス事業

健康づくり支援のため

距離表示の型板作れ

健康づくり支援のため

距離表示の型板作れ

レ
ン
タ
ル
ハ
ウ
ス
事
業
は

大
変
有
利
な
制
度
で
、
県
、

町
と
農
協
と
生
産
者
が
事
業

費
を
分
担
す
る
仕
組
み
だ
。

こ
こ
２
〜
３
年
間
に
ど
の

よ
う
な
有
利
作
物
を
作
っ
て

い
る
か
。

公
文
産
業
建
設
課
長

町
で

は
、
農
業
振
興
の
支
援
策
と

し
て
園
芸
用
ハ
ウ
ス
整
備
事

業
に
よ
り
経
営
農
業
者
の
初

期
投
資
へ
の
負
担
を
軽
減
さ

せ
て
い
る
。

平
成
26
年
度
は
新
規
就

農
で
ニ
ラ
２
名
、
規
模
拡
大

で
イ
チ
ゴ
１
名
。
平
成
27
年

度
は
新
規
就
農
で
ニ
ラ
１

名
。
平
成
28
年
度
は
新
規
就

農
で
ニ
ラ
２
名
、
ト
マ
ト
１

名
と
な
っ
て
い
る
。

る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
の
型
板
の

作
成
が
で
き
な
い
か
。

田
村
健
康
福
祉
課
長

佐
川

町
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業
は

平
成
21
年
度
の
補
助
事
業
と

し
て
始
ま
り
、
翌
年
の
平
成

22
年
度
か
ら
健
康
増
進
と
し

て
取
り
組
ん
で
現
在
も
継
続

し
て
い
る
。
ベ
ン
チ
マ
ー
ク

の
型
板
の
作
成
は
予
算
の
範

囲
で
つ
く
る
。
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佐
川
町
全
体
に
集
落
活
動

セ
ン
タ
ー
及
び
類
似
の
施
設

が
で
き
、
健
康
の
輪
が
広
が

る
条
件
が
整
っ
た
。
各
地
区

に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が

あ
る
。
歩
行
距
離
を
表
示
す

徳
弘
　
初
男
　
議
員健康福祉課長 予算の範囲内でつくる

レンタルハウス事業で新規就農者増加
産業建設課長 ニラ、イチゴ等で拡大

産業建設課長 作業道、8割整備

荷
稲
町
有
林
の
作
業
道
の

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

奈
良
県
の
岡
橋
先
生
は
何

回
ぐ
ら
い
来
町
さ
れ
ご
指
導

受
け
た
か
。

公
文
産
業
建
設
課
長

昨
年

９
月
か
ら
作
業
道
に
着
手
し

て
お
り
、
約
４
百
メ
ー
ト
ル

の
作
業
が
完
成
し
て
い
る
。

あ
と
百
メ
ー
ト
ル
で
町
有
林

に
到
達
す
る
。
８
割
以
上
整

備
が
で
き
て
い
る
。

岡
橋
先
生
に
は
５
回
ほ
ど

現
地
に
来
て
指
導
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
災
害
に
強
く

壊
れ
に
く
い
大
橋
式
作
業
道

の
手
法
を
用
い
て
開
設
し
て

い
る
。

災害に強い作業道ができている



意思の疎通に障害のある方が、
手話を含め点字、代読、音読、要
約筆記等のコミュニケーション手
段の普及及び利用促進を図るた
め、新たに佐川町手話言語の普及
及び障害者のコミュニケーション
手段の利用促進する条例を制定し
た。

サークルの方々に協力いただき、

役場職員、町民の方々への研修を進

めていきたい。条例制定は今後検討

していく。

平成29年9月定例会条例可決
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今後検討する

聴覚障害者との理解を広げるた

め、手話教室の開催や手話通訳者養

成講座等の実施を推し進める手話言

語条例を制定してはどうか。

（坂本議員）

〈関連質問〉中村議員

議会広報編集委員会

委
員
長
　
　
下
川
　
芳
樹

副
委
員
長
　
　
西
森
　
勝
仁

委
　
　
員
　
　
坂
本
　
玲
子

委
　
　
員
　
　
宮
�
知
惠
子

委
　
　
員
　
　
橋
元
　
陽
一

※
わ
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

議
会
広
報
は
、
日
頃
議
会
の
傍
聴
に
来

ら
れ
な
い
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
議
会
の
内

容
を
簡
潔
に
正
確
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

５
人
の
議
員
か
ら
な
る
編
集
委
員
会
で
年

４
回
作
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
投
票
率
も
低
く
、
町
政

に
関
心
の
持
て
る
広
報
の
重
要
性
を
改
め

て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

町
民
の
代
表
と
し
て
自
ら
選
ん
だ
議
員

の
仕
事
ぶ
り
を
、
ぜ
ひ
広
報
等
を
通
じ
て

確
認
い
た
だ
く
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

下
川

あなたが選んだ議員の
仕事ぶりを見にきませんか？

次の定例会は12月8日（金）午前9時
開会予定です。傍聴においでください。

手話言語条例の制定を
（平成28年9月定例会）

あれはどうなったが？�あれはどうなったが？�
あ
の
質
問
の
ゆ
く
え
No.43

あ
の
質
問
の
ゆ
く
え

ど う�
なった�

健康福祉課長�
答　弁�



と
か
の
女
子
会

と
か
の
女
子
会

地域で
がんばる

―
会
の
き
っ
か
け
は
？

平
成
26
年
２
月
、「
斗
賀

野
の
み
ん
な
で
何
か
楽
し
い

こ
と
で
き
ん
ろ
う
か
ね
え
」

と
ま
わ
り
の
女
性
に
声
を
か

け
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

地域で
がんばる

―
何
人
ぐ
ら
い
の
会
で
す
か
。

最
初
は
10
名
の
女
性
が
集

ま
り
、
自
己
紹
介
な
ど
ワ
イ

ワ
イ
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

皆
で
話
を
す
る
う
ち
に
会

の
名
称
は「
と
か
の
女
子
会
」

に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
増

え
、
今
は
35
名
位
で
す
。

□ 発行／佐川町議会　□ 発行責任者／議長 永田　耕朗　□ 編集／議会広報編集委員会
□ 〒789-1292 高知県高岡郡佐川町甲1650-2 □ TEL （0889）22-7702 □ FAX（0889）22-7385

渡辺さんと大川さん

ワイワイ楽しくわら馬づくり

―

昔
な
が
ら
の
七
夕
祭
り

は
楽
し
そ
う
で
す
ね
。

話
す
う
ち
、「
昔
な
が
ら

の
七
夕
ま
つ
り
」
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。ま

つ
り
に
は
歌
、
踊
り
が

あ
っ
た
ら
と
地
元
の
方
に

「
と
か
の
音
頭
」
を
つ
く
っ

て
も
ら
い
、
踊
り
も
小
学
生

の
協
力
で
完
成
し
ま
し
た
。

わ
ら
馬
や
野
菜
な
ど
で
昔

な
が
ら
の
七
夕
飾
り
を
し
、

皆
が
ゆ
か
た
を
着
て
踊
り
、

楽
し
む
「
第
１
回
昔
な
が
ら

の
七
夕
ま
つ
り
」
を
平
成
26

年
８
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

夏
の
「
昔
な
が
ら
の

七
夕
祭
り
」
、
春
の

「
と
か
の
バ
ザ
ー
ル
」

の
開
催
な
ど
地
域
で
頑

張
っ
て
い
る
「
と
か
の

女
子
会
」
の
こ
と
を
、

渡
辺
絹
子
さ
ん
と
大
川

和
代
さ
ん
に
う
か
が
い

ま
し
た
。

―
毎
年
や
っ
て
い
ま
す
か
。

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
、

男
性
や
地
域
の
人
々
に
色
々

な
協
力
を
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

―

そ
の
ほ
か
の
活
動
は
ど

う
で
す
か
。

春
に
は
「
と
か
の
バ
ザ
ー

ル
」
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
10
月
か
ら
は
集
落
活

動
セ
ン
タ
ー
で
カ
レ
ー
の
日

の
担
当
を
始
め
る
な
ど
、
少

し
ず
つ
活
動
が
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。 女子会の皆さん

―

こ
れ
か
ら
取
り
組
ん
で

み
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
？

無
理
を
せ
ず
楽
し
く
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
会
員
も
地
域
の

人
も
み
ん
な
の
出
番
づ
く
り

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

今
は
イ
ベ
ン
ト
事
が
活
動

の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
健
康
や
毎

日
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
こ

と
に
活
動
が
少
し
で
も
広
が

っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
地
域
の
み
ん
な
が
主
人

公
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動

を
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

下
さ
い
。

あ
な
た
の
周
り
に
、
佐
川

の
ま
ち
の
元
気
の
た
め
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
「
組
織
や
グ

ル
ー
プ
」
を
ぜ
ひ
、
ご
紹
介

下
さ
い
。


